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NewsMLの採用状況・利用状況

および、IT業界との関わり
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世界新聞協会
経営戦略などが中心

国際新聞電気通信
評議会
ニュース配信の技術標準化

米国新聞協会
技術標準にも取り組む

国際新聞技術研究
協会
編集・印刷技術の調査等

技術標準にも取り組む
•画像フォーマット
•記事画像配信フォーマット
• カラー標準
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アメリカ

ビジネスワイヤー

イギリス

BBCモニタリング

ダウジョーンズ BBCスコットランド

NewsCom PA News Ltd

米国新聞協会 (NAA) PR Newswire

PLUS連合 ★ ロイター

★ AP通信(AP) トムソンFinancial News

ニューヨークタイムズ
イタリア

イタリア通信(ANSA)

UPI通信 TMNEWS-APCOM

XMLチームソリューション
オーストリア

オーストリア通信(APA)

日本
日本新聞協会(NSK) ORF放送

共同通信
カナダ

CNWグループ

中国 新華社Xinhua News CCNマシューズ

国際組織 世界新聞協会WAN クウェート クウェート通信(KUNA)

ドイツ ドイツ通信(dpa)
スイス

SDA/ATS

フランス ★ フランス通信(afp) キーストーン

スウェーデン スウェーデン通信TT
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アメリカ

メディアスパンMediaspan

イギリス

トランステル通信 フ
ラ
ン
ス
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Millennialtek LLC RivCom
ニュースエンジン BAPLA写真連合
メインストリームデータ フィンガーポスト

日本 イースト株式会社
イタリア

ラ・レパブリカ

韓国 韓国新聞協会（言論財団） テラデジタル出版 ポ
ル
トガ
ル

L
us

中国 北京方正電子 エイドスメディア

ヨーロッパ
ヨーロッパ写真連合CEPIC エジプト MENA
ヨーロッパ放送連合(EBU) オーストリア Atexメディアコマンド
ヨーロッパ写真通信(epa) オランダ オランダ通信ANP

ドイツ
IFRA カナダ カナディアンプレス
メコムMecom

ギリシャ
アテネ通信ANA

BVPA写真連合 アテネ技術センター
ノルウェー ASノルスク・テレグラム クロアチア HINA
ベルギー ベルギー通信 スペイン EFE通信
ハンガリー Magyar Távirati Iroda Rt

デンマーク
CCIヨーロッパ

フィンラン
ド

Profium Oy Ritzau Bureau I's
Suomen Tietotoimisto Oy ロシア タス通信ITAR-TASS
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作業部会(WG)分科会(WP)

IPTC年次総会

役員会

標準化委員会

アーキテクチャ

コンテンツ

Events

NewsML-G2

SportsMLNITF

NewsML 1

News Code

other

Photo 

Metadata

広報委員会
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会議
►年3回

電話会議
►ほぼ毎週
２時間

March 26, 2008 © IPTC – www.iptc.org 7



NewsMLの採
用状況把握
（JIS規格化）
NewsML1.2
のXMLスキーマ
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RSS

RSS

リーダー
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NewsMLニュース
提供企業



RSS
►サイトを訪れてもらうための、概要とリンク

NewsML
►サイト構築のため、全部データを送る
►B2Bメタデータの固まり。写真と記事の関連など
►基本的に、行組み版情報は含まれてない
フラットテキストと同じ。<p>タグと少しの情報が含まれているだけのも多い
拡張して、紙面の座標情報を持たせているところもある

Atom
►サイト構築のため、全部データを送ることが可能
►ブログなどB2Cに対応
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–アメリカ AP通信
–アメリカ NYタイムズ
–アメリカ ダウジョーンズ
–アメリカ Wall Street 

Journal Online 

–アメリカ UPI

–アメリカ ビジネスワイヤ
–アメリカ ブルームバーグ
–アメリカ MarketWire

–アメリカ Thomas 
Publishing Company

–アイルランド Irishタイムズ
–イギリス ロイター
–イギリス PA News

–イギリス PR Newswire

–イタリア ANSA

–イタリア 新聞協会
–オーストリア APA

–ギリシャ ANA

–スイス SDA/ATS

–チェコ CTK

–ドイツ NewsPress

–ドイツ pressetext
Nachrichtentagentur

–日本 日本新聞協会
–日本 共同通信社
• およそ50社
（加盟約60社）

–日本 JCN Newswire

–韓国 新聞協会（言論財
団）

–フランス AFP通信

–ベルギー Belga

–Asia Corporate News 
Network

– Ignites, FundFire, 
BoardIQ, 
BaseAndBonus,
Agenda

–NAMC Newswire



B2Bのニュー
ス交換フォー
マットとして使わ
れている
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2000年
►共同通信、日本新聞協会で

NewsMLの採用検討を開始
2001年
►日本経済新聞社、毎日新聞
社がNewsMLシステムを構築
2002年
►共同通信社が加盟社メディア
向けNewsML配信を開始

►中日新聞社がNewsMLアー
カイブシステムを構築
2003年
►共同通信社が新聞制作用に

NewsML配信を開始

共同通信社
►加盟社は約60社
全国の地方紙
全国紙
NHKなど

►NewsML採用社は50社以上
将来的にすべてNewsMLへ移行

日本新聞協会
►会員企業140社
新聞 109
通信 4
放送 27
ラジオ単営 4
テレビ単営 17
ラ・テ兼営 6
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新聞紙面の元となる
ニュース原稿
Webサイトのニュースソー
ス

新幹線など電光掲示
ニュース
テレビ番組表
放送ニュースの原稿
ファクティバ、日経テレコ
ムやジーサーチなど商業
データベースへの配信

国内では、海外以上に
NewsMLが使われている
►特に、新聞社内のシステム
►海外は外部とのやり取りのみ

ニュースは生もの
►刻々と状況が変わるので、修
正が多い

►未来形が過去形になる
►過去の記事にも修正が入る
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NewsML-JIS作業部会
►日本新聞協会
►読売新聞社
►毎日新聞社
►中日新聞社
►日本経済新聞社
►共同通信社

NewsML-JIS作成委員会
►利用企業の立場
読売新聞社
毎日新聞社
朝日新聞社
共同通信社

►ソリューション提供社の立場
イースト
日本システム技術
日本電気
ニコン

►中立な立場
ISO/IEC JTC1/SC34

日本規格協会
金沢工業大学
京都高度技術研究所
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NewsMLはDTDを用い
て作成された
最近のXMLミドルウェア
はDTDをサポートしてい
ないものが多くある
Schemaを用意すれば、
それに合わせて最適化
してくれる製品もある

NewsML1 メンテ
ナンス分科会で

Schema版の開発
を決定

バージョンは、最新
の1.2のみ
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2008年3月末に行われるIPTC会議（北京）にて、リリー
スの最終決議予定

スキーマ検証協力企業
►イースト
►サイバーテック
►東芝ソリューション
►日本アイ･ビー･エム
►日本オラクル
►ビジネスワイヤー
►マイクロソフト
►RivCom
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IPTC会議でも放映された

欧米日とも、新聞業界は苦労している
►新聞発行部数
►広告収入

「Webは無料」の文化
►Web上有料ニュースにしたくても、他を探せば無料のサイトを見つ
けられる

►書籍、雑誌の場合、「他を探せば無料が見つかる」わけではない
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今までの「電子新聞」の業界イメージ
►失敗、儲からない
►ニュース＝新聞ではない

海外
►ニュースペーパーダイレクト社、パソコンでも読める電子新聞
►ニューヨークタイムズとマイクロソフトが タイムズリーダーを開発

国内
►産経新聞社がWebで読める電子新聞を開始
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Ifraが検討グループを発足
►eNews2008 （読売新聞社、毎
日新聞社含む）

►eNews2010 （日本経済新聞
社含む）

フランスで、電子ペーパー
端末「iLiad（イリアッド）」を
使った電子新聞の配信開始
（2007年9月から）

国内で、神奈川新聞者が
「iLiad（イリアッド）」を使った
電子新聞の作成実証実験
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IPTCの各種
標準フォーマット
を作るための
ベースモデルを
作り上げる

これで作成さ
れる標準を、G2
と呼ぶ
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2008年2月26日にリリースされた
IPTCニュースアーキテクチャ採用

採用予定企業
►イギリス ロイター
►クロアチア HINA

►ベルギー Belga

►ベルギー VRT放送
►フランス AFP

►ヨーロッパ放送連盟（EBU）

日本での採用予定はない
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2007年11月29日にリリースされた

検索エンジンクロール制御の仕様
►下記団体が中心になって策定
世界新聞協会（WAN）
国際出版連合（IPA）
欧州出版社会議（EPC）

►IPTCも追随する。NewsML-G2に埋め込めるようにする

ニュース／新聞Webサイトなどの運営者が自らクロール
対象ページを指定し，インデックス化の許可／丌許可を決
められるため，コンテンツの著作権保護が可能になる
米Googleが開発したプロトコル「Sitemap」と競合
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